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2 広報いしかわ　８月号

支
え
合
っ

て
い
ま
す�

　

平
成　

年
３
月
末
で
要
介
護
の
認
定
を

１４

受
け
て
い
る
人
は
、
４
５
８
人
で
、
こ
の

１
年
間
で　

人
増
え
て
い
ま
す
。

４５

　

要
介
護
認
定
者
の
約　

％
は　

歳
以
上

９５

６５

の
人
で
、　

歳
以
上
の　

人
に
１
人
が
要

６５

１０

介
護
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
者
は

昨
年
よ
り　

人
増

４５

利
用
者
１
人
当
た
り

月
額
約　

万
円
の
給
付

１３

　

介
護
保
険
で
は
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
、
費
用
の
１
割
の
自
己
負
担
で
利
用

で
き
ま
す
。
費
用
の
９
割
は
、
保
険
者
で

あ
る
町
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
事
業
者

に
、
保
険
給
付
費
と
し
て
支
払
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
保
健
給
付
費
の
総
額
は
、

１３

約
５
億
３
２
０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

も
約
１
億
１
２
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
訪
問
介
護
な
ど
の
住
宅
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
１
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費

（
月
額
）
は
約
６
万
８
０
０
０
円
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
１
人

当
た
り
の
保
険
給
付
費
（
月
額
）
は
約　
３０

万
６
０
０
０
円
で
、
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
平

均
は
約　

万
１
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま

１３

す
。

　

つ
ま
り
、保
険
料
月
額
２
１
６
６
円（
基

準
額
）
の
負
担
で
、
保
険
料
の
約　

倍
の

６０

保
険
給
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

介
護
保
険
で
要
支
援
、
要
介
護
１
か
ら

５
に
認
定
さ
れ
る
と
、
１
割
の
自
己
負
担

で
住
宅
改
修
が
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
住
宅
改
修
が
で
き
る
の
？

�
手
す
り
の
取
り
付
け

�
段
差
の
解
消

�
床
や
通
路
面
の
材
質
の
変
更

�
引
き
戸
へ
の
扉
の
取
り
替
え

�
洋
式
便
器
へ
の
取
り
替
え

支
給
を
受
け
ら
れ
る
限
度
額
は
？

　
　

万
円
の
範
囲
内
で
、
住
宅
改
修
費
の

２０
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
手
続
き
す
る
の
？

　

住
宅
改
修
費
は
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
で
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
改

修
後
の
申
請
に
よ
り
費
用
の
９
割
の
額
を

指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
な
お
、

全
額
自
己
負
担
す
る
こ
と
な
く
、
最
初
か

ら
１
割
負
担
で
の
支
払
い
も
可
能
で
す
。

　

手
続
き
は
必
ず
、
改
修
を
行
う
前
に
、

介
護
支
援
専
門
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
宅
改
修
が

便
利
で
す
！

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
本
町
で
は
、

２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
本
町
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
も
着
実
に
増
え
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
も
着
実
に
増
え
、

ま
た
、
施
設
な
ど
も
計
画
的
に
整
備

ま
た
、
施
設
な
ど
も
計
画
的
に
整
備

さ
れ
る
な
ど
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま

さ
れ
る
な
ど
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
今
月
号
で
は
、
平
成

年
度
の

す
。
今
月
号
で
は
、
平
成　

年
度
の

１３１３

介
護
保
険
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
紹

介
護
保
険
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

介
し
ま
す
。

▲老人デイサービスセンター長生園での「かしわもち」づくりのようす
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左
の
表
は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
の
人
数
で
す
。

●訪問調査員／相楽美紀さん（左）
　　　　　　　矢内則子さん（右）

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
必
要

な
「
要
介
護
度
」
を
判
定
す
る
た
め
に
、

心
身
や
生
活
の
状
況
を
伺
う
の
が
私
た
ち

の
仕
事
で
す
。
対
象
の
方
に
は
い
つ
も
温

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

調
査
に
伺
う
と
意
外
と
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
お
年
寄
り
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
方
が
生
き
い
き
と
し
た

毎
日
が
送
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
充
実
し

た
も
の
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に

蛭田政春さん（双里字宮ノ前）

　

７
年
前
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お
世
話

に
な
り
、
今
で
は
週
２
回
「
さ
く
ら
荘
」

と
「
長
生
園
」
を
交
互
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
目
覚
め
る
と
義
務
の
よ
う
に
「
い
か

な
き
ゃ
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
張
り

合
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

家
に
い
れ
ば
、
テ
レ
ビ
を
見
る
な
ど
ゴ

ロ
ゴ
ロ
と
過
ご
す
こ
と
が
多
い
中
、
施
設

で
は
工
夫
し
た
活
動
や
、
季
節
ご
と
の
催

し
な
ど
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

業
務
の
よ
う
に
通
っ
て
い
ま
す

　

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
約　

％
、
施
設
利
用
者

５０

約　

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２０

　
（
残
り
の
約　

％
は
、サ
ー
ビ
ス
未
利
用

３０

者
）

■介護保険認定者数
　（第１号被保険者）
　平成１３年３月３１日現在

４，５８０人６５歳以上
人口

４５８人要介護認定
者数

２４９人居宅（在宅）サ
ービス利用者

８９人施設入所サー
ビス利用者

老人福祉施設� 36.68％�特別養護老人ホーム入所の費用�

名　　称� 費用の割合�内　　　　容�

老人保健施設� 8.00％�老人保健施設入所の費用�

療養型医療施設� 7.17％�介護療養型医療施設の入所費用�

施設特定診療� 0.50％�施設で医師の診察を受けた費用�

施設食費� 0.27％�施設で受けた食事の費用�

訪問介護� 9.75％�ホームヘルパー等の利用費用�

訪問入浴� 1.07％�移動入浴車で入浴サービスを受けた費用�

訪問介護� 3.75％�看護士訪問による療養上の看護費用�

通所介護� 11.29％�デイサービスなどの費用�

通所リハビリ� 0.27％�デイケア・リハビリの費用�

福祉用具貸与� 2.16％�福祉用具を借りた費用�

短期入所看護� 3.94％�ショートステイの費用�

短期入所療養介護� 0.01％�医療型のショートステイの費用�

居宅療養管理指導� 1.39％�医師などに管理・指導を受けた費用�

特定施設入所介護� 0.00％�有料老人ホームなどでの介護を受けた費用�

居宅介護支援� 4.23％�ケアプランの作成管理費用�

福祉用具購入� 0.14％�福祉用具を購入した費用�

住宅改修� 0.51％�手すり設置など住宅の改修費用�

高額介護サービス費� 0.19％�一定額以上の個人負担の償還給付費用�

施
設
の
サ
ー
ビ
ス�

在
宅
サ
ー
ビ
ス�

■
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
内
訳

　介護保険のサービ
スの内訳を表したも
のです。
詳しい内容について
は、下表をご覧くだ
さい。

高額サービス�
0.19％�

施設サービス�
61.49％�

在宅サービス�
38.32％�
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わ
が
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
に

尽
く
さ
れ
た
お
年
寄
り
の
功
績
を
ね
ぎ
ら

う
敬
老
会
を
、
行
政
区
長
や
民
生
委
員
、

婦
人
会
な
ど
の
各
種
団
体
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
、
９
月
に
各
地
区
で
行
い
ま
す
。

　

今
年
の
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
る
お
年
寄

り
は
、
昭
和
３
年
９
月　

日
ま
で
に
生
ま

１６

れ
た
２
、
３
０
０
人
（
７
月　

日
現
在
）

２３

の
み
な
さ
ん
で
す
。
４
年
前
に
敬
老
会
招

待
者
を　

歳
以
上
の
方
々
と
改
め
、
昭
和

７５

３
年
生
ま
れ
の
方
々
が　

歳
に
な
る
ま
で

７５

繰
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
も
長
寿
番
付
表
を
作
り
ま
し
た
。

町
内
の　

歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
１
４

９０

１
人
（
７
月　

日
現
在
）
で
昨
年
よ
り　

２３

１０

人
増
え
て
い
ま
す
。
東
の
横
綱
に
は
、
１

０
１
歳
を
迎
え
ら
れ
た
丹
内
リ
ウ
さ
ん

（
当
町
）、
西
の
横
綱
に
は
、
今
年
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
た
永
田
ト
ラ
ヨ
さ
ん
（
下

泉
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
９
月
の
敬
老
会
は

　

歳
以
上
の
方
を
招
待

７４

９
月

日
は
敬
老
の
日
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち

　

９
月　

日
は
敬
老
の
日
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち

１５１５

ゃ
ん
を
一
番
大
切
に
す
る
日
で
す

ゃ
ん
を
一
番
大
切
に
す
る
日
で
す
。わ
が
町
に
は
、

。わ
が
町
に
は
、１
０
０

１
０
０

歳
以
上
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
２
人
、

歳
以
上
が
１
４
１

歳
以
上
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
２
人
、　

歳
以
上
が
１
４
１

９０９０

人
い
ま
す
。
石
川
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

人
い
ま
す
。
石
川
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

元
気
に
長
生
き
し
て
い
ま
す
。

元
気
に
長
生
き
し
て
い
ま
す
。

石川町長寿番付表�●平成14年7月23日現在�
西� 東�

横
綱�

大
関�

関
脇�

小
結�

同�同�同�前
頭�

同�同� 横
綱�

大
関�

関
脇�

同�小
結�

同�同�前
頭�

同�同�

百�九
八�

九
七�

九
六�

九
六�

九
六�

九
六�

九
五�

九
五�

九
五�

百
一�

九
八�

九
七�

九
七�

九
六�

九
六�

九
六�

九
五�

九
五�

九
五�

�

永
田
ト
ラ
ヨ�

榊
　
　
ツ
チ�

永
沼
　
六
郎�

大
塚
　
ミ
ノ�

大
島
ミ
チ
エ�

丹
内
　
ユ
キ�

渡
邉
キ
ク
ノ�

近
内
　
セ
ン�

安
藤
　
久
江�

平
田
ア
ヤ
子�

丹
内
　
リ
ウ�

土
田
　
カ
ネ�

迎
　
　
タ
ツ�

草
野
　
正
明�

関
根
　
ハ
ナ�

郷
　
　
カ
ル�

吉
田
　
ヒ
ロ�

郷
　
ミ
サ
ヲ�

有
賀
　
シ
ヅ�

酒
井
　
ハ
ル�

下
泉�

下
泉�

湯
郷
渡
字
米
子
平�

南
山
形
字
中
野
沢�

王
子
平�

双
里
字
谷
津
前�

南
山
形
字
中
野
沢�

中
野
字
悪
戸�

立
ヶ
岡�

北
山
字
関
場�

当
町�

下
泉�

北
町�

曲
木
字
古
内�

母
畑
字
新
屋
敷�

沢
井
字
後
原�

南
山
形
字
中
野
沢�

新
屋
敷
字
塩
塚�

塩
沢
字
二
斗
蒔�

山
形
字
松
森�

前
頭�

同�同�同�同�同�同�同�同�同� 前
頭�

同�同�同�同�同�同�同�同�同�

九
五�

九
四�

九
四�

九
四�

九
四�

九
四�

九
四�

九
三�

九
三�

九
三�

九
五�

九
五�

九
四�

九
四�

九
四�

九
四�

九
四�

九
三�

九
三�

九
三�

柳
沼
　
　
進�

大
平
　
キ
ク�

鈴
木
　
ク
ニ�

諸
岡
　
ヤ
イ�

大
河
原
ツ
ル�

近
内
　
良
代�

渡
邉
　
庄
助�

南
條
　
チ
ヨ�

鈴
木
　
義
雄�

鈴
木
　
ヨ
シ�

前
田
　
　
勝�

近
内
　
フ
サ�

添
田
　
チ
ヨ�

最
上
　
ミ
ヤ�

酒
井
　
末
治�

小
湊
　
ヨ
シ�

荒
川
　
ナ
ツ�

熊
懐
　
ヤ
エ�

小
野
間
キ
イ�

岡
部
　
菊
野�

下
泉�

塩
ノ
平�

双
里
字
白
坂
下�

白
石�

塩
ノ
平�

中
野
字
杉
内�

飛
ヶ
作�

坂
路
字
野
出
ノ
内�

山
形
字
横
山�

当
町�

沢
井
字
藤
沢�

双
里
字
神
主�

北
山
形
字
萱
手
作�

南
山
形
字
中
野
沢�

沢
井
字
五
反
分�

谷
地
字
竹
ノ
花�

当
町�

鹿
ノ
坂�

塩
沢
字
大
日
向�

南
山
形
字
中
野
沢�

前
頭�

同�同�同�同�同�同�同�

九
三�

九
三�

九
三�

九
三�

九
三�

九
三�

九
三�

九
三�

生
田
目
テ
ル�

鈴
木
　
タ
ケ�

小
豆
畑
フ
ユ�

八
木
　
正
一�

坂
本
キ
ク
ノ�

曲
山
　
デ
ン�

矢
吹
　
ミ
ヨ�

添
田
　
ミ
ツ�

双
里
字
桜
町�

中
田
字
下
矢
造�

王
子
平�

塩
ノ
平�

下
泉�

塩
沢
字
大
日
向�

塩
ノ
平�

北
山
形
字
大
平�

前
頭�

同�同�同�同�同�同�同�

九
三�

九
三�

九
三�

九
三�

九
三�

九
三�

九
三�

九
三�

金
澤
　
ト
ク�

小
松
　
ト
ク�

小
木
　
清
美�

須
藤
　
ミ
ヨ�

有
賀
　
ア
キ�

岡
崎
ナ
ヲ
エ�

吉
田
　
サ
ヨ�

遠
藤
　
サ
ノ�

下
泉�

南
山
形
字
笹
目
田�

板
橋
字
上
松
ヶ
平�

板
橋
字
北
浮
庭�

下
泉�

双
里
字
双
里�

新
屋
敷
字
鷹
ノ
巣�

双
里
字
双
里�

�

町
　
　
　
長
　
　

西
牧  

立
博�

　
　
　
　
　
　
　

木
田  

重
喜�

石
川
老
人
ク
ラ
ブ
　

鹿
岡
　
主
計�

新
田
老
人
ク
ラ
ブ
　

近
藤
　
　
隆�

外
槙
老
人
ク
ラ
ブ
　

遠
藤
　
幸
重�

沢
田
老
人
ク
ラ
ブ
　

国
井
　
　
正�

����

野
木
沢
老
人
ク
ラ
ブ
　

二
瓶
　
直
政�

母
畑
老
人
ク
ラ
ブ
　
　

滝
口
　
義
丸�

中
谷
老
人
ク
ラ
ブ
　
　

角
田
　
雄
幸�

山
橋
老
人
ク
ラ
ブ
　
　

高
原
　
郡
良�

老
人
ク
ラ
ブ�

連

合

会

長�

審
判�

行
司�

行
司�
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女
性
モ
ニ
タ
ー　

人
を
委
嘱

１０

　

６
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
平
成　

年

２７

１４

度
石
川
町
女
性
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
交
付
式

と
全
体
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
委
嘱
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
の
み

な
さ
ん
に
は
、
全
体
会
議
、
定
期
的
な
モ

ニ
タ
ー
通
信
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
、
町

政
に
対
す
る
女
性
の
立
場
か
ら
の
意
見
・

要
望
な
ど
を
、
１
年
間
あ
げ
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

意
見
、
要
望
な
ど
は
町
の
事
業
な
ど
に
反

映
さ
れ
ま
す
。

　

女
性
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

十
文
字　

文　

子 

（
南
山
形
字
山
田
）

　

星　
　

憲　

子 

（
沢
井
字
山
神
）

武　

田　

繁　

子 

（
双
里
字
神
主
）

小　

湊　

い
つ
み 

（
谷
地
字
竹
ノ
花
）

青　

山　

優　

子 

（
古　

舘
）

野　

崎　

良　

子 

（
沢
井
字
大
池
下
）

下
山
田　
　

操　
 

（
新　

町
）

添　

田　

長　

子 

（
北
山
字
羽
貫
田
）

佐　

藤　

は
る
子 

（
沢
井
字
東
内
打
）

近　

内　

ま
ゆ
み 

（
中
野
字
福
貴
田
）

人
権
擁
護
委
員
・
十
文
字
タ
ミ
さ
ん
に
感
謝
状

高
木
春
子
さ
ん
・
緑
川
文
男
さ
ん
を
委
嘱

　

６
月　

日
、
役
場
町
長
室
で
人
権
擁
護

１４

委
員
と
し
て
６
年
間
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
十
文
字
タ
ミ
さ
ん
（
南
山
形
）
に
法
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
木
春
子
さ
ん
（
母
畑
）、
緑
川

文
男
さ
ん
（
板
橋
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

困
り
ご
と
、
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な

ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

●高木春子さん（再任）右
　母畑字樋田１１４－１　�２６－２８１４

●緑川文男さん（新任）左
　板橋字舟ノ沢１０６　　�２６－３５８７

▲十文字タミさん

　

沢
田
・
新
屋
敷
地
区
に
あ
る
殿
内
遺
跡
群
（
殿
内
Ａ
遺
跡
、
殿
内
Ｂ
遺
跡
）
は
、

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
４
ヵ
年
に
わ
た
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま

１０

１３

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
古
墳
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
遺
構
・
遺
物
が
多
数
発
見
さ
れ
、
わ
が

町
の
歴
史
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
特
別
企
画
展
に
お
き
ま
し
て
は
、殿
内
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
土
器
や

石
器
な
ど
を
中
心
に
展
示
し
、埋
蔵
文
化
財
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
開
催

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
特
別
企
画
展
・
只
今
、
開
催
中
】

【
特
別
企
画
展
・
只
今
、
開
催
中
】�

【
特
別
企
画
展
・
只
今
、
開
催
中
】�

遺
跡
が
物
語
る
石
川
の
む
か
し

遺
跡
が
物
語
る
石
川
の
む
か
し�

遺
跡
が
物
語
る
石
川
の
む
か
し�

石
川
の
歴
史
を
知
る
チ
ャ
ン
ス

石
川
の
歴
史
を
知
る
チ
ャ
ン
ス�

石
川
の
歴
史
を
知
る
チ
ャ
ン
ス�

殿
内
遺
跡
群
発
掘
調
査
成
果
展�

●期間／平成１４年７月２６日（金）～
　　　１１月１０日（日）※月曜祝日休館
●観覧時間／午前９時～午後４時
●会場／石川町立歴史民俗資料館
　　　三階展示場
●観覧内容／殿内遺跡群出土遺物
　　　　　約１００点、他パネルなど
●観覧料／無　料
●お問い合わせ先
　　　石川町教育委員会教育課
　　　　文化振興係　�２６－９１３７
　　　石川町立歴史民俗資料館
　　　　　　　　　　�２６－３７６８
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６
月
８
日
、
共
同
福
祉
施
設
、
町
内
を
会
場
に

ア
ー
ス
デ
イ
い
し
か
わ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
や
親
子
連
れ
な
ど
約
１
０
０
人

が
参
加
。
石
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
が

協
力
し
、
今
回
は
、
石
川
町
散
歩
コ
ー
ス
を
基
に

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

掛
田
勝　

企
画
委
員
長
が
「
ユ
ニ
ー
ク
な
歩
き

方
で
、
石
川
町
を
楽
し
ん
で
」
と
内
容
を
説
明
。

瀬
谷
京
子
助
役
も
参
加
者
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
目
印
の
の
ぼ

り
旗
を
探
し
な
が
ら
、
町
内
を
散
策
し
て
い
ま
し

た
。 ア

ー
ス
デ
イ
い
し
か
わ
で

町
内
を
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

　

６
月　

日
、
双
里
主
婦
の
店
前
で
石
川
地
方
の

２２

町
村
を
エ
リ
ア
と
し
た
合
併
協
議
会
設
置
の
た

め
の
署
名
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
わ
き
石
川
青
年
会
議
所
の
会
員
ら
で
構
成

す
る
実
行
委
員
会
（
星
幸
志
実
行
委
員
長
）
が
、

石
川
地
方
の
将
来
を
議
論
す
る
機
会
を
作
ろ
う

と
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

報
道
陣
が
詰
め
か
け
る
中
、
会
員
に
声
を
掛
け

ら
れ
た
町
民
の
反
応
は
「
快
く
、
考
え
中
」
な
ど

様
々
で
し
た
が
、
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

７
月　

日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
議
会
議
決

２１

を
経
て
、
５
町
村
の
足
並
み
が
揃
う
か
が
今
後
の

課
題
の
よ
う
で
す
。

合
併
協
議
会
設
置
の

た
め
の
署
名
運
動
を
展
開

　

６
月　

日
、
町
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル
で
、
第

２９

　

回
石
川
町
少
年
の
主
張
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

１８た
。

　

町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
協
議
会
の
主
催
で
、

子
ど
も
た
ち
が
生
活
を
通
し
て
感
じ
て
い
る
こ

と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
立
心
や
社
会
性
を
養
う
た
め
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
な
ど
約
２
５
０
人
が
聴
講
す
る

中
、
小
学
生
８
人
、
中
学
生
３
人
、
高
校
生
２
人

の　

人
は
、
自
分
の
こ
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
出
来

１３
事
な
ど
を
主
張
し
て
い
ま
し
た
。

小
・
中
・
高
校
生　

人
が

１３

少
年
の
主
張
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７
月
７
日
、
町
内
全
域
で
河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
と
環
境
美
化
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
、
美
し
い
ふ
る

さ
と
を
実
現
し
よ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

午
前
６
時
前
か
ら
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
河
川
敷

や
主
要
道
路
の
草
刈
り
や
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ

の
回
収
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
０
・
８
ｔ 
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ
１
・
９
ｔ
を
回
収
し
ま
し
た
。
古
タ
イ
ヤ

も
な
く
、
昨
年
よ
り
０
・
５
ｔ
減
り
ま
し
た
。

町
内
全
域
で
環
境
美
化

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

　

７
月
１
日
、
町
内
１
０
７
加
盟
店
で
使
え
る
、

い
し
か
わ
さ
く
ら
カ
ー
ド
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

同
協
同
組
合
（
星
健
三
郎
理
事
長
）
の
企
画
で
、

旧
ス
タ
ン
プ
制
度
を
一
新
し
、
加
盟
店
共
通
に
し

た
も
の
で
す
。

　

１
０
０
円
の
買
い
物
で
１
ポ
イ
ン
ト
印
字
さ

れ
、
５
ポ
イ
ン
ト
で
桜
の
花
び
ら
１
枚
、
３
万
５

千
円
の
買
い
物
で
満
点
の　

個
。
満
点
に
な
る
と

７０

３
つ
の
選
択
が
で
き
、
５
０
０
円
の
買
い
物
、
指

定
の
金
融
機
関
に
預
金
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
町
内
の
学
校
な
ど
に
、
ベ
ル
マ
ー
ク
と
同

じ
よ
う
に
助
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
で

魅
力
あ
る
買
い
物
を

　

こ
の
ほ
ど
、
一
ノ
沢
の
古
池
で
釣
り
を
楽
し
む

有
志
６
人
に
よ
る
環
境
美
化
清
掃
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

釣
り
を
楽
し
む
仲
間
が
集
い
、
数
年
前
に
サ
ー

ク
ル
を
結
成
。
普
段
は
思
い
思
い
の
場
所
で
楽
し

み
な
が
ら
、
月
に
数
回
は
古
池
を
利
用
し
ヘ
ラ
ブ

ナ
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
の
良
く
な
か
っ
た
古
池
を
き
れ
い

に
し
よ
う
と
、
空
き
缶
や
不
法
投
棄
さ
れ
た
も
の

な
ど
約
４
ｔ
を
集
め
ま
し
た
。

　

仲
間
を
募
っ
て
い
ま
す
。
釣
り
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
高
田
の
秋
山
さ
ん
ま
で
。
�
２
６
―
５
１

９
９ 釣

り
を
楽
し
む
有
志
が

古
池
周
辺
を
美
化

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

５
人
授
か
り
、
孫
が　

人
に
な
り

１０

ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

昭
和　

年
２
月
に
結
婚
。
戦
中
は

２６

朝
鮮
の
ラ
ナ
ン
の
兵
舎
や
国
内
な

ど
、
度
々
過
ご
し
終
戦
前
に
故
郷
に
帰

省
し
ま
し
た
が
体
調
を
崩
し
た
り
、
長

男
に
先
立
た
れ
た
り
苦
労
し
ま
し
た
。

妻
や
家
族
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
稲
作
、

蔬
菜
、
畜
産
な
ど
、
農
業
一
筋
で
生
計

を
立
て
、
若
い
頃
の
苦
労
を
思
い
出
す

と
、
今
が
と
て
も
幸
せ
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

真
さ
ん　

庭
の
手
入
れ
で
す
。

キ
ミ
ヨ
さ
ん　

若
い
人
の
手
伝
い

で
す
。石

川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

あ
さ
ひ
公
園
周
辺
の
桜
並
木
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

楽
し
み
な
が
ら
生
産
性
が
高
め
ら

れ
る
農
業
基
盤
の
整
備
で
す
。

　

職
業
▽
郡
山
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
あ
さ
か
に

勤
め
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
り
、

時
間
が
あ
る
時
に
自
分
で
も
試
し

て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

出
か
け
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
所
へ
旅
行
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ミ
コ
ノ
ス
島
に
行
く

の
が
夢
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

石
川
小
学
校
前
や
今
出
川
沿
い
の

桜
を
大
切
に
残
し
て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

一
緒
に
い
て
楽
し
く
、
尊
敬
で
き

る
人
で
す
。

次
回
は
城
野
さ
ん
の
紹
介
で
、

鈴
木
和
幸
さ
ん
で
す
。

円
谷　
　

真
さ
ん（　

歳
）

８７

　
　

キ
ミ
ヨ
さ
ん（　

歳
）

８０

住
所
／
沢
井
字
打
出

新屋敷

城野美由紀さん（２２歳）

矢内　 華 奈   　ちゃん
はる な

矢ノ目田　　　　　　　　　
功一さん・悦子さんの長女　　
平成１３年４月２３日生まれ　　　

「素直な明るい子になって
ね!!」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。
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◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

中
島
病
院
と
の
棟
続
き
に
あ
っ
た
中
村
屋
が
実
家
で
す
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　
　

歳
で
石
川
中
学
（
現
学
法
石
川
高
）
を
中
退
し
上
京
。

１６
戦
中
戦
後
は
、
企
業
整
備
、
軍
隊
を
重
要
視
す
る
国
政
で
、

お
金
が
あ
っ
て
も
物
が
な
い
、
物
々
交
換
の
日
々
で
し
た
。

よ
く
遊
ん
だ
築
石
橋
付
近
の
北
須
川
は
、
石
の
あ
る
風
景

や
川
岸
の
八
ツ
目
う
な
ぎ
の
群
、
上
流
か
ら
来
る
死
ん
だ

カ
イ
コ
は
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
子

山
（
現
県
立
石
川
高
）
や
古
池
付
近
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
の
風
景
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

昭
和　

年
芸
術
新
聞
社
を
設
立
、　

人
の
従
業
員
を
抱

３０

２５

え
、
ア
ー
ト
・
ト
ッ
プ
な
ど
の
美
術
関
係
の
本
を
出
版
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
に
も
視
点
を
向
け
大
使
を
通
し

て
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
取
材
も
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
美
術
の
世
界
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
、
美
術
を
ア
ー

ト
と
置
き
換
え
、
芸
能
人
な
ど
人
々
と
の
関
わ
り
ま
で
広

く
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

同
級
生
も
年
々
減
り
寂
し
い
限
り
で
す
。
自
由
民
権
発

祥
な
ど
歴
史
の
あ
る
町
。
石
川
町
の
緑
豊
か
な
自
然
、
石

と
川
の
あ
る
美
し
い
風
景
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
川
が
き
れ
い
な
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

緑
豊
か
な
自
然

石
と
川
の
あ
る
美
し
い
風
景
を
大
切
に

東京都 小針　代助さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

貴
重
な
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
や
市

街
地
の
前
面
に
シ
ン
ボ
ル
桜
島
が
雄
然

と
そ
び
え
、
南
九
州
の
拠
点
都
市
と
し

て
発
展
を
続
け
て
い
る
人
口
約　

万
人

５４

の
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で
す
。

　

私
は
市
街
地
に
あ
る
小
さ
な
商
店
に

生
ま
れ
、
賑
や
か
な
都
会
的
な
人
付
き

合
い
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。
最
近
は
桜

島
の
火
山
灰
で
空
は
か
す
み
、
生
活
し

に
く
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
夏
は
と
て

も
暑
く
、
冬
は
２
、
３
�
の
積
雪
な
ど
、

変
化
に
と
ん
だ
地
域
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

芋
焼
酎
、
薩
摩
揚
げ
が
有
名
で
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成
９
年
に
来
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

故
郷
、
東
京
な
ど
人
の
多
い
地
域
で

生
活
し
て
い
た
せ
い
か
、
最
初
は
物
足

り
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
石

川
の
人
々
の
人
情
味
深
さ
、
温
か
い
心

の
お
陰
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
ち
ら
に
来
て
稲
刈
り
な
ど
田

畑
の
仕
事
を
初
め
て
体
験
し
ま
し
た
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

図
書
館
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
休
息
、

休
日
を
過
ご
せ
る
場
所
が
あ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

鹿児島県鹿児島市鹿児島県鹿児島市

形
見
字
古
市
場

我
妻　

幸
子
さ
ん

大川内 沙 彩   　ちゃん
さ あや

母畑字八升蒔　　　　　　　　
英二さん・さおりさんの長女　
平成１３年５月５日生まれ　　　

「健康で明るく、優しさのある
子どもに育ってね!!」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲衆議院副議長公邸の庭で。
　左から小針代助さん、渡辺
恒三さん、大山忠作さん
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●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

４
年
前
か
ら
石
川
中
央
医
院
の
院
長

を
し
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
か
ら
２
年

間
、
父
と
一
緒
に
診
療
し
て
い
ま
し
た

が
、　

年
に
父
が
死
去
、
改
め
て
新
規

１０

開
院
届
け
を
出
し
て
診
療
を
後
継
し
ま

し
た
。

　

現
在
の
公
的
な
仕
事
で
は
、
石
川
中

学
校
校
医
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
さ
く
ら
荘
」
の
嘱
託
医
、
介
護
保
険

認
定
審
査
委
員
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

他
に
は
石
川
町
や
浅
川
町
の
予
防
接
種
、

基
本
健
診
、
個
別
接
種
な
ど
で
石
川
郡

内
の
保
健
行
政
活
動
に
協
力
し
て
い
ま

す
。

　

私
的
に
は
、
石
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

副
会
長
と
御
神
輿
パ
レ
ー
ド
の
石
都
祭

盛
會
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

も
大
き
な
組
織
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
の
お
蔭
で
何
と
か
勤
ま
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

昔
か
ら
お
祭
り
が
大
好
き
で
し
た
の

で
、
石
都
々
古
和
気
神
社
の
例
大
祭
は

格
別
で
す
。
手
前
味
噌
に
な
り
ま
す
が
、

新
町
の
大
屋
台
は
二
年
前
の
「
平
成
の

大
改
修
」
で
更
に
立
派
な
屋
台
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
全
町
の
み
な
さ
ん
に
も

見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
例
大
祭
後

に
行
わ
れ
る
御
神
輿
パ
レ
ー
ド
も
精
一

杯
盛
り
上
げ
ま
す
の
で
、
今
年
も
多
く

の
お
客
様
に
石
川
町
の
秋
祭
り
に
お
越

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

４
年
前
か
ら
ア
ー
ス
デ
イ
と
い
う
環

境
保
全
活
動
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

当
時
と
比
べ
る
と
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
意
識
も
ず
い
ぶ
ん
高
ま
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
世
代
で
地

球
の
資
源
を
使
い
果
た
し
た
の
で
は
、

次
の
世
代
の
み
な
さ
ん
に
申
し
訳
が
立

ち
ま
せ
ん
。
こ
の
た
び
の
ゴ
ミ
分
別
の

細
分
化
は
と
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
し
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
更
に

進
め
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
石
川
町
の
太
陽
光
・
風
力
発

電
を
研
究
す
る
会
に
参
加
し
て
勉
強
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は
町
当

局
に
も
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。

　

ま
ち
づ
く
り
条
例
先
進
地
で
あ
る

三
鷹
市
で
は
、「
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
」
が
施
行
さ
れ
、
出
店
手
続
き

と
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
開
発

事
業
の
手
続
き
と
の
整
合
を
図
る
と

と
も
に
、
新
た
に
制
度
化
す
る
「
環

境
配
慮
制
度
」
と
の
連
携
を
図
る
必

要
が
あ
っ
た
こ
と
」
や
、「
都
市
計
画

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
地
区
計
画

等
に
関
す
る
住
民
参
加
手
続
き
を
条

例
で
規
定
し
、
市
民
の
発
意
で
地
区

計
画
等
の
策
定
を
求
め
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
」
等
を
理
由
と
し
て
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

条
例
を
改
正
し
た
こ
と
で
、
開
発

事
業
に
お
い
て
環
境
配
慮
制
度
の
導

入
、
環
境
配
慮
計
画
等
を
調
査
審
議

す
る
市
長
の
附
属
機
関
「
三
鷹
市
環

境
配
慮
審
査
会
」
の
設
置
、
勧
告
・

公
表
な
ど
の
強
化
、
地
区
計
画
等
に

関
す
る
住
民
参
加
手
続
き
規
定
の
追

加
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
環
境
配
慮
制
度
」は
平
成　

年
４

１４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
５
０
０
㎡

以
上
の
開
発
行
為
等
の「
開
発
事
業
」

に
対
し
環
境
配
慮
の
措
置
義
務
を
、

３
、０
０
０
㎡
以
上
の
開
発
行
為
等

の
「
特
定
開
発
事
業
」
に
対
し
事
前

相
談
と
環
境
配
慮
計
画
の
作
成
・
提

出
義
務
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。 

三鷹市の改正
まちづくり条例

ゴ
ミ
分
別
の
細
分
化

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
を
更
に
進
め
て

西
牧
丈
夫
さ
ん
●
新
町

▲９月１４日・１５日に行われる石川の
　秋まつり

▲資源ゴミ細分化による説明会
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軍
事
主
義
教
育
の
停
止

　

昭
和　

年
（
一
九
四
五
）
８
月　

日
、

２０

１５

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
連
合
国
に
降
伏
し
、
第

二
次
世
界
大
戦
は
終
わ
り
ま
し
た
。
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
で
は
軍
国
主
義
の
絶
滅
、

日
本
軍
の
武
装
解
除
、
民
主
化
の
促
進

な
ど
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
８
月

末
か
ら
連
合
国
軍
の
占
領
が
始
ま
り
、

日
本
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）

の
指
導
・
命
令
下
に
入
り
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
よ
り
、
学
校
で
は

戦
争
を
賛
美
し
た
教
育
は
一
掃
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
私
立
石
川
中
学

校
（
現
・
学
法
石
川
高
校
）
の
生
徒
は
、

石
川
山
で
の
鉱
石
掘
り
、
沢
田
で
の
飛

行
場
作
り
、
神
奈
川
県
で
の
兵
器
作
り

か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
、
授
業
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
矢
継
ぎ
早
に
教
育
の
非
軍

60

編
纂
室
だ
よ
り�

私
立
石
川
中
学
校
の
戦
争
終
了

　

軍
事
教
練
を
経
験
し
た
人
た
ち
は
少
な
く
な
り
、
そ
の
言
葉
さ
え
死
語
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
軍
事
教
練
は
大
正　

年
（
一
九
二
五
）、
陸
軍
の
現
役
将

１４

校
（
少
尉
以
上
の
職
業
軍
人
）
を
中
学
校
（
現
在
の
高
校
に
相
当
）
に
派
遣
し
、

授
業
の
一
部
と
し
て
戦
闘
の
訓
練
を
開
始
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
学
校
教

育
に
軍
事
教
育
が
組
み
込
ま
れ
た
の
で
す
。

最終回�

人
・
自
然
が
融
け
合
う　
あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市　
い
し
か
わ

基　
本　
計　
画

《
第
５
章
》町
民
と
共
に
歩
む
ま
ち

（
町
民
総
参
加
）―
そ
の
◯３
 

　

効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

（
１
）
行
政
運
営

　

町
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
行
政
と
し
て
、
町
民
と
共
に
地
方
自

治
を
一
層
推
進
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
な
が
ら
、
行
政

改
革
を
着
実
に
実
行
し
、
計
画
的
、
効
率
的
、
合
理
的
で
簡
素
な
行

政
運
営
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
財
政
運
営

　

今
後
、
ま
す
ま
す
増
大
が
予
想
さ
れ
る
財
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
財

源
の
有
効
利
用
を
図
り
、
中
・
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て

行
財
政
改
革
を
推
進
し
効
率
的
な
財
政
運
営
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、事
業
の
評
価
や
財
政
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
や
事
業
評
価
制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

（
３
）
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
の
推
進

　

行
政
需
要
の
高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
周
辺
市
町
村

と
の
連
携
を
強
化
し
、
広
域
的
な
交
通
・
情
報
網
の
整
備

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
交
流
機
会
の
拡
充
に
努
め
、
市
町
村
合
併
を
視
野
に
入

れ
た
広
域
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

事
化
・
民
主
化
を
指
令
し
ま
し
た
。
教

科
書
の
軍
国
主
義
的
な
記
述
は
墨
で
塗

り
、
軍
事
教
練
・
柔
剣
道
は
廃
止
、
戦

争
を
讃
え
て
い
た
日
本
史
・
修
身
・
地

理
の
授
業
は
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
中
学
校
の
教
練
用
兵
器

　

昭
和　

年
９
月　

日
、
石
川
中
学
校

２０

２５

長
森
深
造
は
石
川
町
長
深
谷
新
之
助
と

石
川
地
方
事
務
所
長
に
た
い
し
、
教
練

用
の
銃
・
銃
剣
・
軽
機
関
銃
他
の
数
量

を
報
告
し
ま
し
た
（
森
功
家
文
書
、
以

下
同
じ
）。
銃
剣
と
は
、鉄
砲
の
先
に
短

い
剣
を
つ
け
た
武
器
で
す
。　

月
５
日

１０

と　

月
３
日
の
二
度
に
わ
た
っ
て
石
川

１１
警
察
署
長
に
引
き
渡
し
た
兵
器
類
と
数

量
は
次
の
通
り
で
す
。

　

三
八
式
歩
兵
銃　
　
　
　
　
　

二
四

　

三
十
年
式
村
田
銃　
　
　
　

一
四
五

　

三
十
年
式
騎
兵
銃　
　
　
　
　

一
二

　

三
十
年
式
銃
剣　
　
　
　
　
　

二
一

　

九
六
式
軽
機
関
銃　
　
　
　
　
　

六

　

村
田
式
銃
剣　
　
　
　
　
　
　

八
三

　

三
八
式
実
弾　
　
　
　
　
　

一
五
三

　

狭
窄
実
弾　
　
　
　
　
　
　

一
八
六

　

三
八
式
銃
身　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

指
揮
刀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

（
以
下
略
）

　

三
八
式
歩
兵
銃
は
明
治　

年
日
露
戦

３８

争
中
に
使
用
さ
れ
て
か
ら
の
陸
軍
の
主

力
銃
、
狭
窄
（
き
ょ
う
さ
く
）
実
弾
は

移
動
目
標
を
射
撃
す
る
と
き
に
用
い
た

弾
丸
（
石
下
久
氏
旧
蔵
『
学
校
教
練
教

科
書
』）
の
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
兵
器
引
渡
は
昭
和　

年
１

２１

月　

日
石
川
警
察
署
長
か
ら
の
証
明
書

２５
の
発
行
で
完
了
し
、
つ
い
で
１
月　

日
２８

の
御
真
影
（
天
皇
・
皇
后
の
お
写
真
）

の
焼
却
に
よ
り
、
石
川
中
学
校
の
軍
国

主
義
教
育
は
名
実
と
も
に
終
了
し
ま
し

た
。

　

昭
和　

年
４
月
の
新
制
中
学
校
の
発

２２

足
に
伴
い
、
翌　

年
４
月
、
私
立
石
川

２３

高
等
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　

平
成　

年
６
月
か
ら　

回
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
「
石
川
第
４
次

１３

１５

総
合
計
画
」
は
、
今
月
号
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

次
回
か
ら
は
「
完
全
学
校
週
５
日
制
対
応
事
業
」
の
紹
介
を
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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38

凍
す
る

◯７
 

中
ま
で
火
が
通
る
よ
う
、
十
分
に
加

熱
す
る

◯８
 

で
き
た
料
理
は
常
温
に
置
か
ず
、
早

め
に
食
べ
る

◯９
 

一
度
に
食
べ
切
れ
る
分
量
を
作
り
、

作
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

◯１０
 

「
変
だ
」
と
思
っ
た
ら
捨
て
る

●
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に

　

私
た
ち
の
周
り
は
無
菌
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
食
べ
物
も
同
じ
で
す
。
細
菌
は

　

度
以
上
の
温
度
で
勢
い
よ
く
増
え
る

２０の
で
、
常
温
で
長
い
時
間
放
置
す
る
の

は
禁
物
で
す
。
気
持
ち
を
込
め
て
作
っ

た
食
べ
物
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
、

衛
生
的
取
り
扱
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

●
食
中
毒
予
防
の
原
則

　

食
中
毒
の
多
く
は
細
菌
に
よ
っ
て
発

生
し
て
い
ま
す
。
細
菌
に
よ
る
食
中
毒

予
防
の
三
原
則
は
、「
つ
け
な
い（
清
潔
）、

増
や
さ
な
い
（
迅
速
・
冷
却
）、
や
っ
つ

け
る
（
加
熱
）」
で
す
。
そ
の
原
則
に
従

っ
て
、　

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
作

１０

っ
て
み
ま
し
た
。
家
庭
で
実
践
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

●
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

◯１
 

買
い
物
の
時
、
魚
、
肉
、
野
菜
を
ポ

リ
袋
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
分
け
る

◯２
 

要
冷
蔵
・
冷
凍
の
食
品
を
買
っ
た
後

は
、
寄
り
道
し
な
い

◯３
 

肉
、
魚
、
卵
を
触
っ
た
前
後
は
、
こ

ま
め
に
手
を
洗
う

◯４
 

清
潔
な
ふ
き
ん
や
タ
オ
ル
を
使
う

◯５
 

ま
な
板
や
包
丁
は
、
肉
用
、
魚
用
、

野
菜
用
に
使
い
分
け
、
使
っ
た
包
丁

や
ま
な
板
は
、
洗
剤
と
お
湯
で
洗
う

◯６
 

冷
蔵
肉
類
な
ど
は
、
室
温
で
な
く
冷

蔵
庫
（
ま
た
は
電
子
レ
ン
ジ
）
で
解

　

気
分
は
縄
文
人

　

５
月　

日
、
中
央
公
民
館
「
ぼ
く
も

２５

わ
た
し
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
教
育

委
員
会
「
埋
蔵
文
化
財
普
及
事
業
」
の

共
催
で
、
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館

（
ま
ほ
ろ
ん
）
で
体
験
学
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
施
設
見
学
や

勾
玉
づ
く
り
、
火
お
こ
し
を
行
い
ま
し

た
。
火
お
こ
し
で
は
、
煙
が
出
始
め
、

火
種
が
で
き
る
と
歓
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。
と
て
も
疲
れ
た
の
か
、
子
ど

も
た
ち
は
、
口
々
に
「
昔
の
人
は
た
い

へ
ん
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

■
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
運
動

を
進
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
の
駐
停
車
時
に
お
け
る
ア

イ
ド
リ
ン
グ
（
エ
ン
ジ
ン
の
か
け
っ

ぱ
な
し
）
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

１
日　

分
ス
ト
ッ
プ

１０

�
年
間　

万
本
節
約
！

２９

　
　

分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
乗
用

１０
車
の
場
合
１
４
０
�
の
ガ
ソ
リ
ン
を

消
費
し
ま
す
。

　

県
内
の
す
べ
て
の
自
動
車
が
、　
１０

分
間
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
ス
ト
ッ
プ
す

る
と
、
１
日
ド
ラ
ム
缶
約
８
０
０
本

分
の
燃
料
が
節
約
さ
れ
、
年
間
で
ド

ラ
ム
缶
約　

万
本
分
の
燃
料
が
節
約

２９

さ
れ
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

エ
コ
ラ
イ
フ
４
つ
の
心
が
け
◯２
 

　

伝
承
遊
び

　

５
月　

日
、
中
谷
地
区
公
民
館
豊
齢

２６

学
級
生
の
方
々
が
中
谷
第
二
小
学
校
の

「
日
曜
ふ
れ
あ
い
学
級
」
に
講
師
と
し

て
招
か
れ
、
あ
や
と
り
、
駒
ま
わ
し
、

紙
の
け
ん
玉
、
紙
鉄
砲
、
お
手
玉
づ
く

り
な
ど
を
熱
心
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
一
緒
に
活

動
し
、
異
世
代
間
で
の
ふ
れ
あ
い
が
も

た
れ
ま
し
た
。

▲火おこしにチャレンジ

は
じ
め
て
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

５
月　

日
、野
木
沢
地
区
公
民
館「
の

２５

ぎ
さ
わ
少
年
体
験
塾
」
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
の
も
と
、
安
田
良
廣
館
長
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
、
中
野
子
ど
も

育
成
会
な
ど
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
初
め
て

の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
ル
ー
ル
や
打
ち

方
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に

プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

▲はじめてのグランドゴルフ ▲お手玉づくり
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高額療養費の支給�
　医療費の自己負担額が高額になったとき、申請をし
て認められれば、限度額を超えた分が高額医療費とし
てあとから支給されます。限度額は1～3回目までと、
4回目以降で異なります。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 1　1ヵ月の自己負担が限度額を超えたとき�

　同じ人が同じ月に、同じ医
療機関で支払った自己負担額
が限度額を超えた場合、その
超えた分が支給されます。�

 2　同じ世帯で合算して限度額を超えた場合�

　ひとつの世帯内で、同じ月内に30,000円(住民税
非課税世帯は21,000円)以上
の自己負担額を2回以上支払っ
た場合、それらを合算して限度
額を超えた分が支給されます。�
�
 3　高額療養費の支給を年4回以上受けたとき�

　過去12ヵ月間にひとつの世帯で高額療養費の支給
が4回以上あった場合、4回目からは4回目以降の限
度額を超えた分が支給されます。�
�
 4　高額の治療を長期間続ける場合�

　高額な治療を長期間継続して行う必要がある先天性
血液凝固因子障害の一部・人工透折が必
要な慢性腎不全・血液凝固因子製剤の投
与に起因するＨＩＶ感染症の人は、「特
定疾病療養受療証」を病院の窓口に提出
すれば、毎月の自己負担限度額は
10,000円までとなります。�

1～3回目までの限度額� 4回目以降の限度額�

一 般 �
63,600円（医療費が318,000円を超
えたときは、超えた分の1％を加算）� 37,200円�

70,800円�

24,600円�

121,800円（医療費が609,000円を
超えたときは、超えた分の1％を加算）�

35,400円�

上 位 �
所得者※�

住民税非
課税世帯�

※国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等が670万円を超える世帯�

（
平
成
13
年
1
月
1
日
〜
）�

　

健
診
が
終
わ
り
、
各
地
区
で
結
果
の

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

健
診
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

今
年
は
、
結
核
検
診
で
２
、
９
８
８

人
、
基
本
健
診
で
２
、
６
６
７
人
が
受

け
ま
し
た
。
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の

結
果
で
は
、　

人
が
精
密
検
査
に
な
り

８０

ま
し
た
。
ま
た
、
大
腸
が
ん
検
診
は
７

５
７
人
が
受
け
ま
し
た
が
、　

人
が
精

５０

密
検
査
と
な
り
ま
し
た
。
精
密
検
査
を

受
け
て
、
安
心
し
て
い
る
人
も
多
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
少
し
、
何
か
が
あ
る

と
、「
な
ん
で
か
な
？
」
と
前
の
結
果
と

比
べ
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
自
分
の
普

段
の
生
活
が
振
り
返
ら
れ
た
り
す
る
の

か
な
…
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
受
け
て
い
る
こ
と
で
、
早
期
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
す
る

の
で
、
毎
年
受
け
る
意
味
が
こ
こ
に
あ

り
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
人
ひ
と
り
結
果
を
説
明

し
て
お
返
し
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、

仕
事
や
、
楽
し
み
な
ど
身
体
に
良
い
こ

と
と
結
び
つ
け
て
、
生
活
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
元
気
で
い
る
コ
ツ
を
た
く
さ

ん
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
や
っ
ぱ
り
、
こ
れ
か
ら
夫
婦
、
娘
、

息
子
・
友
達
と
楽
し
ん
だ
り
す
る
た
め

に
も
、
健
康
で
い
た
い
」
…
そ
う
あ
り

た
い
で
す
ね
。

よ
い
生
活
習
慣
づ
く
り
に

む
け
て
、上
手
に
活
用

今月の納期
８月２６日まで納めましょう

町県民税（２期分）　国民健康保険税（２期分）　介護保険料（２期分）

になる
いい話。�食改さんは、こんな活動をしています

　食生活改善推進員は、日頃の活動を通してみなさんの健康づく
りの案内役をするボランティアとして、たくさんの活動を計画し、
実行しています。実施した活動と、これから予定している活動を
紹介します。

《実施した活動》
毎月第４水曜日　：１歳児健診おやつ作り
４月、６月　　　：すくすく教室おやつ作り
５月　　　　　　：離乳食教室お手伝い
６月　　　　　　：ひまわり教室おやつ作り
５月１日～２３日　：体脂肪測定（基本健診会場にて）
６月２２日　　　　：中谷児童館において食生活の人形劇公演
　　　　　　　　　（子供たち、保護者の方が対象でした）
《これからの活動》
毎　　月　　：保健センターの母子保健事業のお手伝い
　　　　　　　（主におやつを作ります）
９　　月　　：骨密度検査時に「骨を丈夫にする簡単メニュー」

を提供します。（新規事業）
１０月１４日　　：「母衣旗まつり」で手作りメニューを販売します。
１０月１９～２１日：全国福祉祭「うつくしまねんりんピック２００２」
　　　　　　　ゲートボール会場にて、豚汁の提供をします。
１１月～１２月　：伝達料理講習会を各地区公民館にて実施します。
　　　　　　　（ヘルシーメニューの調理実習です。）
※ この他にも、会報「ふきのとう」の作成などがあります。

�
�
�

保健センターで
実施する母子保
健事業です。

オレンジ色のエプロン�
姿が目印です！�
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募
　
集�

相
　
談�

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
行

っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
、
第
１
期
分

が
８
月
末
日
、
第
２
期
分
が　

月
末
日

１１

と
定
め
ら
れ
、
今
年
度
の
第
１
期
分
の

納
期
限
は
８
月
末
日
が
休
日
の
た
め
、

９
月
２
日
（
月
）
と
な
り
ま
す
。

　

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送
付

さ
れ
た
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納
税
を

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
県
中
地

方
振
興
局
県
税
部
に
お
申
込
み
の
う
え

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
今
回
こ

の
口
座
振
替
を
申
し
込
み
ま
す
と
、
第

２
期
分
か
ら
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

�
０
２
４
―
９
３
５
―
１
２
５
１

何
が
で
き
ま
す
か
？
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
、
苦
痛
を
和
ら
げ
生
命
を
守
る

応
急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
が
必
要
で
す
。

　

赤
十
字
社
で
は
、
み
な
さ
ん
に
健
康

で
安
全
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
生
命
と
健
康
を
守
る
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
習
で
身
に
つ
け
た
知
識
と
技

術
は
日
常
生
活
だ
け
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。

●
日　

時

　

平
成　

年
９
月　

日（
火
）・　

日

１４

２４

２５

（
水
）

　
　

月
１
日（
火
）・
２
日（
水
）

１０
●
場　

所

　

石
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講　

師

　

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
養
成
講
習

指
導
員

●
内　

容

　

救
急
法
概
論
、
心
肺
蘇
生
法
、
傷
と

血
止
、
救
護
ほ
か

●
受
講
料

　

無
料　
〔
教
材
費
と
し
て
３
千
円
〕

●
持
参
品
等

　

筆
記
用
具
、
ハ
ン
カ
チ
、
昼
食
、
ズ

ボ
ン
着
用

●
そ
の
他

　

全
日
程
参
加
し
た
方
に
は
受
講
証
を

発
行
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
知
識
技
術
の

検
定
で
成
績
優
秀
な
方
に
は
、
３
年
間

有
効
の
救
急
員
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

●
申
込
締
切

　

福
島
県
の
道
路
計
画
は
、
平
成　

年
１４

度
を
目
標
と
し
た
「
福
島
県
の
新
道
路

整
備
５
ヵ
年
計
画
」
が
あ
り
、
こ
れ
を

基
本
に
道
路
の
整
備
を
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
新
た
な
計
画
の
策
定
を
行

１５い
、
よ
り
一
層
の
効
率
的
・
効
果
的
な

道
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

道
路
行
政
全
般
に
つ
い
て
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
か
ら

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.fu
k
u
s
h
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個
人
事
業
税
の
納
期
の

お
知
ら
せ

赤
十
字
救
急
法

救
急
員
養
成
講
習
を
開
催

　

平
成　

年
９
月
２
日（
月
）

１４

●
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

�
２
６
―
９
１
２
３

平
成　

年
度
自
衛
隊
等
募
集

１４

待遇・その他入 (校 ) 隊合格発表試験期日受付期間資　　格募集人員募集種目

高
校
卒
等

修学年限４年
卒業後１年で
３等陸・海・空尉

１５年４月
上旬

1次１２月３日
最終１５年２月１３日

1次１１月９・１０日
2次１２月１０～１３日

９月１２日
～１０月１１日

高校卒（見込含）２１歳
未満の者
(自衛官は２３歳未満)

人文 ･社会科学
専攻　約６５名
（うち女子５名）
理工学専攻
約２９５名

（うち女子２０名）

一般
防衛大学校
学 生

修学年限６年
医師免許取得後
２等等陸・海・空尉

１５年４月
上旬

1次１１月２６日
最終１５年２月１３日

1次１１月２・３日
2次１２月４～６日

９月１２日
～１０月１１日

高校卒（見込含）２１歳
未満の者

約６５名
防衛医科大学校
学 生

入隊後約６年で
３等海・空尉

１５年３月
下旬～
４月上旬

1次１０月４日
2次（空）１０月３１日
最終１５年１月２４日

1次９月２１日
2次１０月１２～１７日
3次（空）１１月１０日
～１２月６日

８月５日
～９月６日

高校卒（見込含）２１歳
未満の者

海　約　 ７０名
（うち女子若干名）
空　約 　６５名

（うち女子若干名）

航 空 学 生

修学年限３年
看護師免許取得後
２等陸曹

１５年３月
下旬～
４月上旬

1次１１月５日
最終１５年１月１５日

1次１０月２２日
2次１１月２２・２３日

９月１２日
～１０月１１日

高校卒（見込含）２４歳
未満の者

陸　約　 ７０名看 護 学 生

教育機関約２年修
了後
３等陸・海・空曹

１５年３月
下旬～
４月上旬

1次　９月２６日
最終　１１月６日

1次９月１４日
2次１０月２～８日

８月５日
～９月６日

１８歳以上２４歳未満の
者

陸　約　４００名
（うち女子約３５名）
海　約　２００名

（うち女子約１５名）
空　 約　４００名
（うち女子約３５名）

一般曹候補学生

 入隊後約３年経
過以降選考により
３等陸・海・空曹

１５年３月
下旬～
４月下旬

1次　９月２６日
最終　１１月１２日

1次９月１４日
2次１０月２～８日

８月５日
～９月６日

１８歳以上２７歳未満の
者

陸　約１，８５０名
(うち女子約１２０名 )
海　約　８００名

（うち女子約５５名）
空　約　４６０名

（うち女子約４０名）

曹 候 補 士

陸上は２年 (技術
系３年 )、海上・航
空は３年を１任期
として任用（以降
２年を単位）

採用通知書
でお知らせ
します。

受験日からおおむ
ね１ヵ月以降

受付時にお知らせ
します ｡

年間を通じ
て行ってい
ます ｡

１８歳以上２７歳未満の
者

陸　約５，６１０名
海　約　７００名
空　約　８８０名

男子
２等 陸 ･
海 ･空士 １５年３月

下旬～
４月上旬

１１月１２日９月２４・２５日
８月５日
～９月６日

１８歳以上２７歳未満の
者

陸　約　５００名
海　約　 ８０名
空　約　１００名

女子

●申込み・お問い合わせ先／自衛隊福島地方連絡部　白河募集事務所　�０２４８－２４－０３７２

　

災
害
や
事
故
、
あ
る
い
は
急
病
に
よ

り
家
族
が
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
に
は

　

７
月
号
町
の
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス　

ペ
ー
ジ
、

１１

永
田
ト
ラ
ヨ
さ
ん
１
０
０
歳
賀
寿
お
め
で
と

う
の
中
で
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）永
田
ト
ラ
ヨ
さ
ん（
当
町
）
�
（
正
）永

田
ト
ラ
ヨ
さ
ん（
下
泉
）

（
誤
）永
田
健
治
さ
ん
�
（
正
）永
田
健
司
さ
ん

お
詫
び
と
訂
正

平
成　

年
度

１５

県
道
路
行
政
に
対
す
る

意
見
を
募
集
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氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

笹
島　
　

司
   

（　

敏　

・
明　

子
）
形　

見

つ
か
さ

岩
谷　
 
香 
澄
   

（
英　

代
・
美
和
子
）
曲　

木

か 
す
み

木
戸
み
ら
い
（
哲　

也
・
ひ
ろ
み
）
山　

形

鈴
木　
 
夏 
希
   

（
則　

夫
・
悦　

子
）
形　

見

な
つ 
き

草
野　
 
夏  
花 
（
洋　

典
・　

恵　

）
曲　

木

ひ
ま 
り

大
竹　
 
紫 
花
   

（
憲　

一
・
涼　

子
）
長
久
保

す
み 
れ

岡
田　
 
梨 
奈
   

（　

純　

・
伴　

美
）
立
ヶ
岡

り 

な

白
岩　

昂
大

    

（
健　

一
・
幸　

江
）
長
久
保

こ
う
だ
い

増
子　
 
瑞 
貴
   

（
尚　

明
・
美　

幸
）
沢　

井

み
ず 
き

草
野　
 
可 
愛
   

（
勝　

彦
・
美　

沙
）
曲　

木

か 
あ
い

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

カ
ッ
プ
ル
誕
生

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

鈴　

木　

信　

三 

当　

町

　
　

原　

ミ　

ナ 

山　

形

高　

野　

作　

男 

当　

町

安　

瀬　

サ
ト
リ 

塩
ノ
平

円　

谷　

春　

江 

中　

野

藤　

島　
　

操　
 

湯
郷
渡

福　

田　

義　

次 

母　

畑

添　

田　

リ　

イ 

母　

畑

水　

野　

一　

雄 

曲　

木

小　

針　

タ　

ネ 

谷　

沢

小　

林　

ハ　

ル 

沢　

井

　
　

田　

キ　

ク 

大　

室

老人福祉センター

クリスタルパーク・石川

クリスタルパーク・石川

町民グラウンド

老人福祉センター

役場宿直室

クリスタルパーク・石川

クリスタルパーク・石川

心配ごと相談 (午前１０時～ )

県南高校バレーボール大会（～２１日）

極真会南東北大会

石川町海外派遣事業・女性の翼出発（～３１日）

石川郡ソフトボール協会長旗大会

心配ごと相談 (午前１０時～ )

交通事故巡回相談（午前１０時～）

石川地区音楽祭

菊池章夫チャリティーコンサート

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

　
月
火

水
木
金
土

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５

２６
２７

２８
２９
３０
３１

クリスタルパーク・石川

勤労青少年ホーム

町民グラウンド

老人福祉センター

町民グラウンド

町内

防災の日

角田市・石川町親善武道大会

年金相談会（午前１０時～）

協会杯ゲートボール大会

心配ごと相談 (午前１０時～ )

救急の日

高校ソフトボール新人大会（～１５日）

石都々古和気神社例大祭（～１５日）

（石川秋まつり）

日

月
火
水
木

金
土
日
月
火
水
木
金
土

１

２
３
４
５

６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４

〔〔

（平成１４年６月１日～６月３０日まで届出分　敬称略）

〔〔〔

〔〔

〔

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

近　

藤　

信　

也 

南　

町

小　

針　

真
紀
子 

下　

泉

矢　

吹　

竹　

史 

鹿
ノ
坂

早　

坂　

市　

子 

当　

町

遠　

沢　

知　

規 

塩　

沢

手
代
木　

幸　

恵 

郡
山
市

芳　

賀　

正　

光 

双　

里

大
和
田　

美　

保 

平
田
村

草　

野　

正　

光 

曲　

木

　
　

宮　

直　

美 

東　

村

矢　

内　

孝　

司 

立
ヶ
岡

村　

上　

史　

枝 

郡
山
市

板　

橋　
　

徹　
 

塩　

沢

寺　

島　

ま
ゆ
み 

郡
山
市

近　

藤　
　

学　
 

立
ヶ
岡

高　

野　

利　

香 

浅
川
町

高�

高�



施設の紹介�

編 集 後 記 �

町民憲章�
1.自然と文化を愛し�
　　　　豊かな町をつくりましょう�
1.親切と勤労をむねとし�
　　　　住みよい町をつくりましょう�
1.歴史と未来をみつめ�
　　　　誇りある町をつくりましょう�

表 紙 の 登 場 人 物 �

町の人口�

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360�
●URL/http://www.ishikawa.net6.or.jp/   E-mail/Koho_K@ishikawa1.net6.or.jp

●第185回●�
谷沢保育所�

恵まれた自然環境の中で、２８人の元気な子どもたちの声が響きわた
っています。友だちと一緒に協力して、仲良く活動できる子の環境
づくりをしています。�

「お絵かき、折紙が大好き」� 「かたつむり、かえるが大好き」�

写真提供／関根政信さん�写真提供／関根政信さん�

　6月中旬から6月下旬にかけて開花し、日本全土、朝
鮮半島、シベリア東部の湿地や草地に群生する多年草で
す。葉は30cmから60cm、花は高さ50cm～1mにな
ります。�

（ハナショウブ：アヤメ科）�

　板南保育所に通う、矢内航太くん（中央）と
曾祖父の一美さん（左）、曾祖母のツナさん（右）
です。�

19,481人（＋1）�

（  ）内前月比�

●7月1日現在住民基本台帳●�

男�
女�
世帯数�

9,526人（－3）�
9,955人（＋4）�
5,578戸（＋6）�

　興味がある人も、ない人も、日韓共催・ワー
ルドカップサッカーは、記憶に新しいでしょう。
日本代表を応援するだけでなく、出場国のトッ
ププレーを絶賛し感動したことと思います。前
回優勝国のフランス、強豪国が次々に破れる中、
隣の韓国、トルコ、アフリカ勢の新旋風。しか
し、南米予選で不調だったブラジルは、持ち前
の個人技に加え、尻上がりに組織も機能しはじ
め、優勝はやっぱりブラジルと納得。何にでも
いえることだが、個人の能力とシステム融合か
ら本当の力が発揮できると、次期ジーコ監督の
指導力に期待します。�
　おろそかになったプロ野球は、ジャイアンツ、
ライオンズが優勝できるかな。　（迎　茂城）�

お絵かき、折り紙が大好きな�
あいちゃんです。�
おかたずけもがんばる、�
やさしいおねえさん。�

かたつむり、かえるなど、�
小動物が大好きな、なおやくんです。�
大きな葉っぱもつくりました。�
あじさいの花も、がんばって折れるよ
うになりました。�

南條亜依さん（6歳）�
あ　い�

川人尚也さん（5歳）�
なお や�
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